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内容の要旨及び審査の結果の要旨
暑熱馴化によりラットの安静時深部体温が移動し，熱放散反応の様式が変化するが，それらの変化の様
相は与えられた暑熱暴露方法の違いにより異なるといわれる。しかし，異なる方法で暑熱馴化したラット
で熱産生反応が起り始める時点の環境温ならびに熱産生反応の様式がどのようであるかについては報告が
ない。それを明らかにし暑熱馴化動物の耐寒性を検討する目的でこの研究を行った。
ラットを，１４日間（HC-14）または４日間（ＨＣ－４）環境温（Ｔ､）３３℃下で飼育した２群と，１日のう
ち一定時刻の５時間のみＴ・33℃に暴露し，後はＴ･24℃下にもどす方法で１４日間（HI-14）または４日間
(ＨＩ－４）飼育した２群と，Ｔ・24℃下で連続飼育した対照群（CT）に分け，以下の実験を行った。
1）無麻酔のラットを代謝箱に入れ，箱を囲む循環水槽の水温（Tﾛ）を30℃から10℃まで02℃/ｍinの割
合で下降させる方法で寒冷暴露させながら，その深部体温(T`｡)，酸素摂取量（CO2)，褐色脂肪組織塩
(TBAT)，ＥＧＭによるふるえを連続測定し，サ｡2から熱産生量（Ｍ)を計算した。〃が増加し始める時
点のｎは，HC-14，HI-14ともにCTに比べ有意（p＜0.05）に高かった。ＴBATが上昇し始める時点のＴｗ
は，ＣＴに比べHC-14で有意（p＜005）に，HI-14でも明らかに高かった。しかし，ふるえの始まる時点
のTwには全群間で差がなかった。ＨＣ－４，ＨＩ－４では，上記のいずれの体温調節反応が始まる時点のＴｗを
とってもＣＴとは差がなかった。
2）無麻酔のラットを40分間－５℃に暴露し，そのTooを連続測定した。いずれの群のTooも有意に下降し
たが，その下降の程度は，HC-14で暴露開始10分目，ＨＣ－４で20分目，HI-14で30分目からCTより有意に
大きくなった。
3）麻酔下でラットにノルアドレナリン（04ｍｇ/kg）を投与した後の最大熱産生量はＣＴに比べHC-14で
有意（p＜005）に，ＨＣ－４，HI-14でも明らかに少なかった。
以上，２週間高温環境に暴露されたラットでは，暑熱暴露の方法が連続，不連続いずれであろうと,寒
冷に対する熱産生反応の発現するＴｗが高温側に移動することが判明した。暑熱Iilll化によりＴｗが高温側に
移動するのは非ふるえ熱産生反応に関してのみで，ふるえ熱産に関しては認められないことが判明した。
寒冷耐性及び最大熱産生量は暑熱暴露により減弱した。
以上，本論文は異なる方法で暑熱馴化したラットで寒冷に対する熱産生反応の異同を明らかにした点で，
環境生理学に多大の貢献をする労作であると評価された。
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